
第１回 西部緑地公園再整備構想検討委員会

石川県

2022年8月25日

西部緑地公園の現状と課題

資 料 １



１．位置図

西部緑地公園

金沢西IC

金沢港

JR金沢駅

小松空港

のと里山空港

・金沢駅 15分
・金沢西IC 5分
・小松空港 25分
・金沢港 10分自動車

・金沢駅 17分

・金沢駅 32分
平日6往復、休日4往復路線バス

平日5往復、休日5往復

■公園へのアクセス

15分

10分

25分

Google

Google

5分
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産展1号館

産展2号館

産展3号館
産展4号館

県立野球場

陸上競技場

補助競技場

投てき場

いしかわ総合スポーツセンター

テニスコート

花と実の森

友情の森

平成の森

中央広場

ソフトボール場

多目的広場

２．現在の園内施設

出入口

出入口
臨時
出入口

臨時
出入口

都市計画決定： S48.11
種 別： 運動公園

園全体
公園面積： 54.8 ha
駐車台数： 計4,079台

補助競技場

竣工 : S59.5月

面積 : 30,400㎡

いしかわ総合スポーツセンター

竣工 : H20.3月 面積 : 52,398㎡（建築面積：18,065.9㎡）

機能 : メインアリーナ、サブアリーナ、トレーニングルーム、屋内プール等

陸上競技場

竣工 : S59.5月

面積 : 35,850㎡

（建築面積：6,607.2㎡）

収容人数 : 21,068人

産業展示館（４号館）

竣工 : 【Ⅰ期】H4.5月

【Ⅱ期】H6.3月

面積 : 9,160㎡

　（展示面積：6,675㎡）

①～④展示面積計

　17,718㎡

投てき場

竣工 : S59.5月

面積 : 8,160㎡

テニスコート

竣工 : H10.4月

面積 : 27,300㎡

（建築面積：276.2㎡）

県立野球場

竣工 : S49.6月 規格 : 両翼91.5m

（夜間照明塔 S56.6月） 中堅122m

面積 : 20,179㎡ 収容人数 : 17,126人

　グラウンド：14,066㎡

　建築面積：5,559.1㎡

十人川

産業展示館（１～３号館）

竣工 : ①S56.8月

②S47.6月

③S49.3月

　（S61.4月増築）

面積 : ①4,422㎡

　（展示面積：3,193㎡）

②3,015㎡

　（展示面積：1,641㎡）

③8,008㎡

　（展示面積：6,209㎡）

①～③展示面積計

　11,043㎡
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３．沿 革

■昭和47年 6月：

■昭和48年11月：

■昭和49年 3月：

■昭和49年 6月：

■昭和55年 8月：

■昭和56年 8月：

■昭和59年 5月：

■昭和61年 4月：

■平成 4年 5月：

■平成 6年 3月：

■平成10年 4月：

■平成20年 3月：

■令和 3年 9月：

■令和 4年 8月：

S47完成 産業展示館(現2号館)

S49完成 産業展示館(現3号館)

S56完成 産業展示館(現1号館)

S49完成 石川県立野球場

S59完成 陸上競技場

石川県産業展示館（現２号館）完成

北陸自動車道小松-金沢西IC開通(昭和47年10月)

国道8号金沢バイパス開通(昭和47年12月)

日本海博覧会開催(昭和48年8～10月)

総合公園として都市計画決定

産業展示館２号館（現３号館）完成

石川県立野球場完成

名称を「西部公園」から「西部緑地公園」に変更

産業展示館３号館（現１号館）完成

陸上競技場、補助競技場、投てき場完成

全国高校総体開催(昭和60年8月)

産業展示館２号館（現３号館）増築

産業展示館４号館（第１期）完成

産業展示館４号館（第２期）完成

全国菓子大博覧会開催(平成6年4～5月)

テニスコート完成

いしかわ総合スポーツセンター完成

県が、県立野球場及び産業展示館の建て替え、園内施設の再配置着手を

表明

西部緑地公園再整備構想検討委員会を設置、第１回検討委員会開催

県内スポーツの拠点化に向け施設を集約

兼六テニスコート＆県立体育館を移転

兼六野球場（S48閉鎖）を同公園に移転

既存館の利用増と催事の大型化に対応

H6完成 産業展示館(現4号館)

S48開催 日本海博覧会
出典: 「oh日本海博(日本海博覧会発行)」

3H20完成 いしかわ総合ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ



４．段階的な整備による公園施設の変遷

■S47～S49 日本海博覧会（S48開催）前後 ■S56～S61 全国高校総体（S60開催）前後

■H4～H6 全国菓子大博覧会（H6開催）前後 ■H10～H20 スポーツ施設の移転

県立野球場

いしかわ総合スポーツセンター

H20.3月
テニスコート

H10.4月

産展4号館

H6.3月
H4.5月（一部供用）

産展 旧2号館

産展 旧1号館

S49.3月

S47.6月

S49.6月

補助競技場

S59.5月

産展 旧3号館

陸上競技場

S59.5月

投てき場

S59.5月

S56.8月
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H30年度 R1年度

新型コロナウイルスの感染拡大

H30年度
約150万人

R1年度
約147万人

(万人)

R2年度

＜凡例＞

産業展示館
陸上競技場
県立野球場
緑地・多目的広場R2年度

約37万人

５．園内施設の利用状況

(万人)

■月別利用者数（H30年度～R2年度）

■日別利用者数（H30年度）

5/17～19

MEX、e-messe、
ビジネス創造フェア等

10/28

金沢マラソン

6/2,3

FOB百万石音楽祭、ツエーゲン金沢等

10/6～8

HAB北陸ラーメン博、トヨタカローラ石川等

産業展示館 約97万人
陸上競技場 約21万人
県立野球場 約16万人
緑地・多目的広場 約13万人

10/20,21

農林漁業まつり、技能まつり、サンテン中古車フェア等

混雑が発生する来園者数3万人/日以上の日は、
年間10日間程度（全て週末）

園内混雑発生

産業展示館 約103万人
陸上競技場 約21万人
県立野球場 約13万人
緑地・多目的広場 約13万人 産業展示館 約21万人

陸上競技場 約9万人
県立野球場 約3万人
緑地・多目的広場 約4万人

【石川】 西部緑地公園(548,000㎡)

・【富山】 県民公園太閤山ランド(959,000㎡)

・【福井】 福井運動公園(279,600㎡)

・【青森】 新青森県総合運動公園(812,000㎡)

・【岩手】 御所湖広域公園(968,022㎡)

・【山形】 山形県総合運動公園(561,000㎡)

・【大分】 大分スポーツ公園(1,077,500㎡)

常設 3,279台 臨時 800台

常設 1,407台 臨時 - 台

常設 1,145台 臨時 - 台

常設 2,169台 臨時 - 台

常設 905台 臨時 - 台

常設 636台 臨時 6,000台

常設 4,669台 臨時 386台

【参考】県営公園内の駐車場規模の比較(北陸3県及び人口同規模県)
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利用日数： 146日間
利用者数： 128,545人

利用日数： 346日間
利用者数： 205,789人

利用日数：
1号館 178日間 2号館 203日間
3号館 116日間 4号館 146日間

利用者数： 1,032,020人

利用用途 利用用途 利用用途

主な大規模イベント 主な大規模イベント 主な大規模イベント

６．園内施設の利用状況（H30年度）

産業展示館（１～４号館）県立野球場 陸上競技場

・中・高校野球
・大学野球
・プロ野球
・その他（社会人等）

： ５８日間
： ２１日間
： ６日間
： ６１日間

・個人利用（学校部活等）

・J2サッカー試合
・その他（大会・イベント等）

： ２４９日間
： ２０日間
： ７７日間

イベント名 開催頻度 参加者数

プロ野球 １日／年 約1.0万人

全国高等学校
野球選手権
石川県大会

12日／年
約0.2～
約0.6万人

北信越地区
高等学校野球
石川県大会

春 13日／年
秋 12日／年

約0.1～
約0.7万人

イベント名 開催頻度 参加者数

金沢マラソン １日／年 約2.6万人

J2リーグ戦
(ツエーゲン金沢)

２０日／年
約0.2～
約1.0万人

いしかわっ子
駅伝交流大会

１日／年 約0.8万人

県障がい者ス
ポーツ大会

１日／年 約0.5万人

イベント名 開催頻度 参加者数

石川の農林漁業祭
り、石川の技能ま
つり等

２日／年
約5.6～
約8.6万人

MEX金沢、e-
messe金沢、ビジ
ネス創造フェア等

３日／年 約5.0万人

北陸ラーメン博、
日本全国まんぷく
祭り等

３日／年 約3.0万人

FOB百万石音楽 ２日／年 約3.0万人

・見本市、展示会
・コンサート
・その他（食のイベント等）

： ６９.１％
： ５.４％
： ２５.５％

稼働率
44.8%

平日: 35.8%
休日: 64.4%
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７．課題と大きな方向性

県立野球場 駐車場・緑地産業展示館

■現状・課題

・現在の規格に合致する広さに拡大

・グラウンドは、選手ファーストのプレー
環境を整備

・観客収容人数を増加

・石川の未来を担う子どもたちに夢と
希望を与える野球場

・段階的な整備の結果、施設や駐車場の配置、園内動線が複雑化している
・県立野球場、産業展示館については、築後４５年以上が経過し、老朽化が進行

・1～3号館を統合・大型化。４号館に
近接させ、一体的な運用を図る

・大型コンサートや全国的なコンベンション
など多様な用途にも対応

・間仕切により、様々な規模の利用に対応

・産業振興のみならず、賑わい創出や交流
人口拡大拠点としての機能も強化

・園内に散在する大小の駐車場を
各施設から近い位置に集約・効率化

・緑地、多目的広場も集約・大型化
し、県民の憩いの場、子供の遊び
場、野外イベントの拠点としての機
能を充実

・大型イベント時、出入りの混雑緩和

■再整備の方向性
新県立野球場整備
検討部会で検討

こうした課題に対処しつつ、

さらなる賑わいの創出に向け、新たな施設・機能も含めて公園全体をプロデュース

「西部緑地公園再整備構想検討委員会」
で以下について検討

新産業展示館整備
検討部会で検討
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７．課題と大きな方向性

緑地等が園の端に分散。遊具も少なく、県民の憩いの場・子供の遊び場としては課題

■段階的な拡張による緑地の分散

花と実の森

緑地が分散

友情の森

中央広場

平成の森

少ない遊具

中央広場
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７．課題と大きな方向性

■段階的な拡張による園内動線の複雑化

・園路が所々で交差・屈折しており、園内動線を複雑化している
・自動車動線と歩行者動線が複数箇所で交錯しており、円滑な交通の妨げになっている
・園路や駐車場に案内標識や路面表示等がなく、利便性が低く混雑を助長している

園内動線が、複数箇所で交錯し、
複雑化しており、混雑の要因に

公道での駐車待ち

交錯箇所

イベント終了後、一斉に
退園する車が出口に集中

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

園内の車両滞留状況（R4.5.21）
（台）

退園のピーク

＜R4.5.21 開催イベント＞

・10:00～17:00 ビジネス創造フェアいしかわ2022
（産展2号館）

・10:00～17:00 MEX金沢2022 機械工業見本市金沢
（産展3、4号館）

・14:00～17:00 J2リーグ戦 ツエーゲン金沢
（陸上競技場）

・10:00～16:00 北陸大学野球連盟春季リーグ戦
（県立野球場）

(サッカー終了)

・イベント主催者による直行シャトルバスの運行
・周辺大型駐車場の活用
・駐車場シェアリングサービス（民地の時間貸し）の活用
・金沢市公共シェアサイクル「まちのり」の活用（スタンド設置） など

【参考】大規模イベントの交通対策（ハード・ソフト対策）
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８．今後の検討事項

さらなる賑わいの創出に向け公園全体をプロデュース

■緑地エリアの魅力向上

■産業展示館、県立野球場の建て替えと園内施設の再配置

■民間活力の活用

※新県立野球場及び新産業展示館の整備詳細については、各部会において検討

・園内動線を円滑化する野球場や産業展示館、緑地、駐車場など主要施設の配置
・交通混雑緩和に向けたハード・ソフト対策 など

集約・大型化、遊具等の充実など

■新たな機能

民間の創意工夫をいかに引き出すか

現有敷地内で付加が可能な賑わい創出につながる新たな機能
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９．今後のスケジュール（案）
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■その後、民間活力（PPP/PFI）導入可能性調査を実施

■来年夏頃までに、検討委員会を複数回開催し、中間取りまとめ

■令和５年度末までに、最終取りまとめ


